
平成 30年度 札幌市研究開発事業「道徳教育」に係る実践研究 

札幌市立円山小学校 

第５学年 道徳科指導展開例 

 

１ 主題名    気持ちの良い学級集団を目指して 

 

２ 内容項目   Ｃ－規則の尊重 

 

３ 教材名    お客様 

 

４ ねらい（視点）  

「きまり」を守らない親子を見て、気持ちがモヤモヤしている女の子の思いを考えることを通して、「きまり」

は何のためにあるのかを考え、「きまり」を進んで守ろうとする意欲を高める。 

 

５ 本時の展開 

 発問と児童生徒の活動 評価・留意点 

 

導

入 

 

・「権利」と「義務」という言葉の意味を知っていますか。 

権利→してもよいこと。できること。 義務→しなくてはいけないこと。 

 

・教師の範読を聞き、あらすじを確認する。 

 

 

 

 

 

・本時までに朝読書の時間などで

本文を読んでおくことで、子ど

もが内容を理解しやすくする。 

・あらすじを確認し、「わたし」も

ショーを楽しみにしていたこと

や、他の人にも大人気のショー

ということを押さえることで、

自分のことしか考えていない他

の客との比較をしやすくする。 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「わたし」の思いをいくつかに分

けて板書することで、多様な意

見を出しやすくしたり、自信を

もって表現したりできるように

する。 

 

 

 

 

・導入の際のテーマを想起させる

ことで、子どもが道徳的価値に

立ち返ることができるようにす

る。 

 

きまりは、何のためにあるのだろう。 

「お客様、かた車は

おやめください。」

と、係の人が注意を

した。 

「わたしたちはお

金をはらって入場

しているんです。お

客様なんですよ。」 

わたしは気持ち

が晴れないま

ま、その会場を

後にした。 

 
・文句を言う人がい

ると大変なんだろう

な。 

・正しいことを言っ

ているだけなのに。 

・係の人は当然のこ

とをしているだけ。 

 
・なんで止めない

のだろう。 

・どうして注意し

てあげないのだ

ろう。 

・みんな自分勝

手なことを言うな

あ。 

 
・どうしてきまりを守

らないのだろう。 

・自分のことしか考

えていないんだな。 

・周りの人が迷惑す

るのが分からないの

かな。 

お客に対して 

 

・みんなで決めたルールは守らなくちゃいけない。 

・今まで廊下を走ってしまったことがあるけど、これから決まりを守ろうと

思う。 

・決まりを守っていない人がいたら、教えてあげたい。 

 

・みんなが気持ちよく過ごすため。 

・きまりを守ることでみんなが気持ちよく過ごすことができる。 

・自分の権利だけを主張してはいけない。 

ショーが終わった後、女の子はどんなことを考えていたのかな。 

 

きまりは、何のためにあるのでしょう。 

周りの人に対して 係りの人に対して 

教材を通して 

自分たちだったら 



６ 評価 

・「きまり」は何のためにあるのかを、自分ごととして考えることができている。 

 

 

終 

末 

 

 

 

 

 

 

・振返りシートを記入する。 

・教材を通して考えたことだけで

なく、「自分」だったらどう考え

るかを聞くことで、自分の生活

を振り返ることができるように

する。 

自分の権利だけを主張するのではなく、 

みんなのことを考えて「きまり」を守ることが大切。 


